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「
東
久
留
米
市
心
身
障
害
児

通
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
は
、
９
月
13
日
の

厚
生
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
質
疑
の
後
、

採
決
し
た
と
こ
ろ
原
案
は
賛
成

多
数
で
可
決
。
採
決
後
に
提
出

の
付
帯
決
議
案
は
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
21

日
の
本
会
議
に
は
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

で
否
決
。
そ
の
後
の
採
決
で
は
、

原
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
。
ま

た
、
採
決
後
に
委
員
会
同
様
に

提
出
さ
れ
た
付
帯
決
議
案
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
市
立
わ
か
く
さ
学

園
（
肢
体
不
自
由
児
の
通
園
施

設
の
認
可
を
受
け
、
東
京
都
児

童
相
談
所
か
ら
措
置
さ
れ
る
児

童
の
自
立
を
助
長
す
る
た
め
に

必
要
な
日
常
生
活
の
訓
練
・
指

導
。
ま
た
、
無
認
可
で
は
あ
る

が
、
知
的
障
が
い
児
に
対
し
て

同
様
の
訓
練
・
指
導
を
行
っ
て

き
た
。
）
に
お
い
て
、
昨
年
成

立
の
障
害
者
自
立
支
援
法
・
児

童
福
祉
法
が
平
成
18
年
10
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
肢
体
不
自
由
児
は
措
置
か

ら
契
約
に
移
行
し
、
同
時
に
知

的
障
が
い
児
に
つ
い
て
も
自
立

支
援
給
付
の
介
護
給
付
に
位
置

付
け
ら
れ
る
児
童
デ
イ
サ
U
ビ

ス
に
移
行
す
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
委
員
会
お
よ
び
本
会
議
で
の

付
帯
決
議
案
の
内
容
】

市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
本
人
又
は
保

護
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
負

担
金
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
措
置
を
求
め
る
も
の
。

【
本
会
議
で
の
修
正
案
の
内
容
】

市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
保
護
者
の
負

担
金
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
も
の
。

<

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か
ら>

―
―
３
年
後
の
段
階
で
軽
減

措
置
を
、
①
見
直
す
考
え
は
、

②
わ
か
く
さ
学
園
の
設
立
当
初

の
趣
旨
、
経
緯
を
踏
ま
え
、
必

要
と
考
え
る
場
合
は
、
検
討
と

認
識
し
て
よ
い
の
か
。

答
弁

①
現
行
の
自
立
支
援

法
に
は
課
題
が
あ
り
、
今
後
、

国
の
動
向
を
見
定
め
て
い
き
た

い
。
②
検
討
は
し
た
い
と
思
う
。

―
―
自
立
支
援
法
上
の
給
食

費
の
考
え
方
は
。

答
弁

介
護
給
付
費
は
、
か

か
っ
た
費
用
の
９
割
相
当
額
を

支
給
。
食
事
の
提
供
に
要
す
る

費
用
は
除
き
支
給
と
な
っ
て
お

り
、
別
立
て
と
考
え
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

<

委
員
会
で
の
付
帯
決
議
案
の

提
出
者
に
対
す
る
質
疑
か
ら>

―
―
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
と
き
と
拡
大
解
釈
し
た
場

合
、
際
限
が
な
く
な
る
と
思
う

が
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
十
分

配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁

十
分
配
慮
と
い
う
の

が
何
を
示
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
実
際
は
、
そ
の
都

度
、
問
題
が
具
体
的
に
出
て
く

る
と
思
う
。
兄
弟
に
対
す
る
軽

減
の
措
置
で
あ
る
と
か
、
ひ
と

り
親
世
帯
も
何
件
か
あ
る
。
市

と
し
て
現
行
法
を
逸
脱
で
き
な

い
が
、
一
定
の
配
慮
が
で
き
る

よ
う
裁
量
権
を
認
め
て
い
く
こ

と
は
必
要
と
思
う
。

「
東
久
留
米
市
障
害
者
地
域

生
活
支
援
事
業
の
費
用
負
担
等

に
関
す
る
条
例
」
は
、
９
月
13

日
の
厚
生
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

９
月
21
日
の
本
会
議
に
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
案
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
第
77
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
本
市

が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事

業
に
伴
う
費
用
負
担
等
を
定
め

る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か
ら
〉

―
―
障
が
い
者
が
自
立
し
た

生
活
を
送
る
に
は
、
今
回
の
自

立
支
援
法
に
は
大
き
な
問
題
が

あ
る
。今
後
、現
状
を
見
な
が
ら

変
え
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

10
月
１
日
か
ら
条
例

を
施
行
し
な
い
と
、
本
事
業
が

始
め
ら
れ
な
い
。
ま
ず
出
発
し
、

不
都
合
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、

見
直
す
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
と
の
立
場
で
あ
る
。
市
長

の
下
で
適
時
適
切
に
行
え
る
規

則
等
で
対
応
と
思
っ
て
い
る
。

―
―
自
治
体
の
裁
量
権
が
大

き
く
左
右
す
る
本
事
業
は
、
市

長
の
英
断
に
よ
り
障
が
い
者
の

将
来
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
。

答
弁

本
市
が
で
き
る
範
囲

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
配
慮

し
て
い
る
と
認
識
。
例
え
ば
、

同
事
業
の
中
に
サ
U
ビ
ス
提
供

が
無
料
の
部
分
も
あ
れ
ば
、
１

割
負
担
の
部
分
も
あ
る
。
し
か

し
、
残
り
９
割
は
税
で
負
担
す

る
基
本
的
な
考
え
方
が
こ
の
制

度
の
根
幹
に
あ
る
。
そ
の
サ
U

ビ
ス
を
支
え
て
い
る
原
資
は
税

で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
総

合
的
に
判
断
し
、
サ
U
ビ
ス
提

供
の
あ
り
よ
う
を
決
め
て
い
る
。

―
―
視
覚
障
が
い
者
の
方
等

の
移
動
支
援
事
業
の
、
①
対
象

枠
を
広
げ
る
べ
き
、
②
市
が
認

識
す
る
一
定
の
範
囲
の
基
準
は
。

答
弁

①
法
の
趣
旨
か
ら
市

が
裏
打
ち
で
き
る
一
定
の
範
囲

の
中
で
の
対
応
を
願
う
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
時
間
で
見
る
と
今

回
示
し
た
範
囲
で
対
応
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
。
②
16
年
度

の
移
動
介
護
、
介
護
な
し
の
移

動
介
護
の
実
績
時
間
数
か
ら
月

平
均
を
割
り
出
し
た
。
ほ
か
に

新
規
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

な
い
と
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
設
定

し
た
。

本
特
別
委
員
会
は
、
９
月
１

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
13
回

に
わ
た
る
２
件
の
調
査
事
項
の

審
査
結
果
を
報
告
し
、
全
員
の

承
認
を
得
て
終
了
し
ま
し
た
。

以
下
、
委
員
長
報
告
の
結
果
等

を
要
約
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
結
論
】

①
公
文
書
の
取
り
扱
い
は
、
組

織
上
特
命
担
当
の
位
置
付
け
の

在
り
方
、
合
意
形
成
の
取
り
方
、

意
思
決
定
の
方
法
な
ど
、
不
適

切
な
公
文
書
の
決
裁
が
行
わ
れ

て
い
た
。
行
政
と
し
て
改
め
て

反
省
し
、起
案
、合
意
、
決
裁
な

ど
事
務
処
理
に
は
東
久
留
米
市

文
書
管
理
規
程
等
を
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

す
る

な
ど
、
今
後
の
教
訓
に
す
べ
き
。

②
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要

会
議
に
担
当
主
幹
の
み
の
行
動

は
、
結
果
的
に
行
政
行
為
の
意

思
決
定
と
し
て
疑
問
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
。
特
命
担
当
の
位

置
付
け
や
前
・
後
任
者
の
引
き

継
ぎ
期
間
等
は
明
確
に
す
べ
き
。

③
寄
附
行
為
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
210
条
で
規
定
の
総

計
予
算
主
義
の
原
則
か
ら
不
適

切
で
あ
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
後
は
、
東
久
留
米
市
公

有
財
産
規
則
に
沿
い
、
現
金
に

よ
る
寄
附
と
し
て
処
理
す
べ
き
。

④
駐
車
場
部
分
の
「
地
上
権
設

定
契
約
書
」
と
の
使
用
目
的
が

異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
デ
イ

サ
U
ビ
ス
に
通
う
高
齢
者
や
家

族
等
の
駐
車
場
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
個
所
で
も
あ
る
。
高
齢

者
健
康
増
進
施
設
は
、
本
市
の

今
後
の
計
画
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
を
現
況
に
合
わ
せ
る
べ
き
。

ま
た
、
駐
車
場
部
分
の
使
用
貸

借
契
約
は
、
実
態
を
勘
案
し
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

⑤
本
市
が
支
払
う
べ
き
地
代
の

額
の
算
出
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
U
ム
「
シ
ャ
ロ
U
ム
東
久
留

米
」
に
か
か
わ
る
地
上
権
設
定

地
以
外
の
土
地
等
の
固
定
資
産

税
等
相
当
額
を
加
え
算
出
し
て

い
る
。
土
地
の
評
価
に
連
動
し

て
地
代
に
影
響
が
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
を
考

慮
す
る
と
負
担
の
あ
り
方
や
算

出
方
法
の
合
理
性
を
図
り
つ
つ

総
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

①
東
久
留
米
市
補
助
金
の
流
用

に
つ
い
て
は
、
市
に
対
し
求
め

た
関
係
資
料
、
説
明
で
は
「
市

の
補
助
対
象
と
し
て
認
め
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
実
績
報
告
お

よ
び
添
付
資
料
を
精
査
し
て
い

る
の
で
、
育
児
サ
U
ビ
ス
事
業

に
充
当
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

認
識
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
警
告

通
知
で
危き

惧ぐ

さ
れ
た
流
用
の
事

実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
育
児
サ
U
ビ
ス
事
業
の
国

庫
補
助
金
の
一
部
事
実
と
異
な

る
申
請
に
よ
る
受
領
は
、
返
納

に
は
及
ば
な
い
と
の
回
答
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
財
団
を
通
じ

て
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U
へ

交
付
さ
れ
る
国
庫
補
助
金
は
、

当
調
査
委
員
会
の
調
査
権
限
を

越
え
る
部
分
で
あ
り
、
調
査
の

限
界
を
感
じ
て
い
る
。

②
第
10
回
調
査
委
員
会
で
の
市

説
明
員
は
、
「
平
成
12
年
３
月

31
日
付
の
国
庫
補
助
金
の
内
示

通
知
の
中
に
当
該
事
業
に
か
か

わ
る
200
万
円
と
い
う
数
字
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
を
あ
ま
り
問
題

せ
ず
そ
の
ま
ま
通
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
市

の
落
ち
度
と
し
て
あ
る
と
思

う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U
に
は
、

事
務
局
長
に
市
の
部
長
級
職
員

が
派
遣
さ
れ
、
ま
た
同
理
事
の

一
人
に
市
の
健
康
福
祉
部
長
が

就
任
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
問
で

あ
る
。今
後
は
、事
業
の
計
画
段

階
、
検
討
経
緯
等
に
細
心
の
注

意
を
払
い
、指
導
、監
督
す
べ
き
。

③
東
久
留
米
市
職
員
の
派
遣
先

で
の
積
極
的
な
事
業
活
動
に
つ

い
て
、
規
制
を
求
め
る
も
の
で

は
な
い
が
、
組
織
と
し
て
の
連

携
や
逸
脱
し
た
言
動
な
ど
、
本

件
の
よ
う
な
市
か
ら
警
告
書
を

出
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至

っ
た
こ
と
は
特
異
な
こ
と
で
あ

る
。
今
後
は
再
発
防
止
に
向
け

て
、
庁
内
管
理
体
制
を
厳
し
く

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

【
終
わ
り
に
】

本
委
員
会
の
調
査
を
通
じ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
重
要
性

の
認
識
と
そ
の
体
制
を
徹
底
す

る
た
め
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
倫
理
の
保
持
や
能
力
の
向
上

に
努
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
組

織
的
に
取
り
組
む
た
め
の
庁
内

体
制
の
整
備
を
早
急
に
行
う
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
４
７

０
―
７
７
８
９
》

第１回食育フォーラム　学校給食を興味深そうに見入る園児たち

平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
21
日
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

定
例
会
で
は
、「
東
久
留
米
市
心
身
障
害
児
通
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
は
じ
め
、

市
長
提
出
議
案
28
件
、
調
査
報
告
１
件
、
議
員
提
出
議
案
７
件
（
修
正
案
１
件
、
意
見
書
案
４
件
・

決
議
案
２
件
）、
請
願
５
件
、
陳
情
33
件
を
審
議
し
ま
し
た
（
結
果
は
、
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

９９月１日～月１日～９月21日９月１日～９月21日

第3回定例会回定例会第3回定例会回定例会
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